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協力機関

背景・目的

下刈は炎天下の作業で重労働となり、肉体的、精神的な負担も大きく、また、蜂・マムシ等の活動時期でもあるた
め、安全の確保が必要となります。このことから、夏の炎天下での下刈作業を夏期以外の時期に変更し、重労働
の軽減及び蜂刺され等災害の防止を図り、安全で効率的な下刈時期の検証を行いました。

実施方法

○試験地の設定  ・平成16年10月
　　　　　　　 　　　 ・ヒノキ66本・クヌギ134本計200本混植栽（2,000本/ha植栽）
　　　　　　　   　　 ・刈払い時期（5月,8月,12月の区分）ごとに各3箇所設定（計9箇所）
                        ・設定面積 0.09ha（１試験区0.01ha）
○調査項目
　　　植栽木生長量調査、下刈植生量調査、植生調査、下刈労務量調査

成　　　果

(1)生長量調査
ヒノキの根元径及び樹高の生長量は、8月刈払区が一番旺盛で、続く5月・12月刈払区については、生長量に大
きな差はなかった。
クヌギの調査結果は、ヒノキと同様に8月刈払区の生長量が旺盛で、5月・12月刈払区についても、大きな差はな
かった。

(2)下刈量調査
下刈量は、各プロット毎に刈り払い後、刈り払った草本類を集めて重量を計測。
平均下刈量は8月刈払区が一番多く、続いて12月刈払区、5月刈払区の順。
5月刈払区は、新芽の時期に刈り払うため、下刈量が非常に少なくなっています。
プロット内の植生は、ヌルデ、イヌツゲ、クサギ、クマイチゴ、サルトリイバラ、ススキ、ヒメジョオン、ムラサキツユク
サ、スミレ、チジミザサ、オミナエシ、オトコエシ、スゲ類が繁茂。

(3)労務量調査
下刈作業の労務量は、下刈量に比例して8月刈払区の労務量が最多となり、12月刈払区、5月刈払区の順。
5月・12月刈払区とも労務量が軽減化。

(4)考察
労務量の点では、5月刈払が最も効率が良く、植栽木の生長量の点では、8月刈払が最も生長が良い。
12月刈払については、下刈効果（労務量と生長量）として、５月刈と大きな差はなく、蜂・マムシ等による災害や安
全面を考慮した場合、効果的。
 また、12月は冬期に入るため積雪・凍結等の恐れがある地域では、11月刈り払いも検討対象。

成果の活用 なし
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